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№ 192 

【様式２】 

エントリー学校名：福岡県福岡市立千代小学校 

活動名：学校リニューアル ～ PDCA を楽しむ職員とともに ～ 

解決すべき課題： 
○ 本校の実態として、日々の慌ただしい学習指導や生活指導に追われ、現状に甘んじているところがある。
変化の激しい時代を生き抜く子どもたちに必要な力を育むためには、カリキュラム・マネジメントをはじめとして、
学校が主体的に教育活動を創造していかなければならない。学校の実力が問われる時代になった今、本校
においては、現状維持からの脱却が急務である。 

目標・方針： 
○ カリキュラム・マネジメントの意義を個々の教職員に浸透させるにあたり、学校経営の中でカリキュラム・マネジ

メントにも通ずる PDCA サイクルを実現していくことが必要であると考える。その活動の中でその効果・価値
を実感することで、主体的に学級経営や授業改善に取り組む意識へと高揚するようにする。 

○ 現状の日々の教育活動では、多忙を極めることには変わりがない。その中で、改革を推進するためには、① 
明確な指針（学校経営方針） ② 効率的に改善するしくみ（PDCAサイクル） ③ 効果につながる
手だて（管理職のマネジメント）  が必要である。  

活動内容：  
①  学校経営方針の周知と理解（方針実現の手だてに対する合意形成）【図表１・２】 
②  学校統一ルールづくりと推進（指導・指標の共通理解と検証→効率的 PDCA サイクル）【図表 3・4】 
③  経営方針に基づく研修（効果 につながる研修実現を目指した管理職のマネジメント）【図表 4・5】 

活動の成果： 
①   学校経営方針実現の手立てに対する PDCA サイクルを積み重ねたことで、経営方針が日常の学校生  

活に垣間見られるようになった。 
②   学校統一ルールの一つ一つについて、丹念に話し合い指導基準を決めてきた。指導の温度差が生じた  

時には，折に触れ意見交換してきたことで、指導の温度差は埋まりつつあり、同僚意識が生まれてきた。 
③   内容・時期・順番等を考慮し計画的に研修推進したこと、また、経験則に偏らない研修を目指したこと

で、目的意識をもち参加する姿、さらに、研修成果を実践しようとする姿も見られるようになった。 
◆ 職員の意識調査（肯定的評価）【グラフ１】 
 共通実践―９３％ 研修内容実践―９３％ 目的意識を伴う研修参加―８６％ 授業改善―100％ 
アピールポイント（アイディアや工夫） 
○ 学校経営方針実現の手立て対して、その意義を説明し合意形成を図った。手だての実践継続にあたって

は、現状に即した変更や改善を重ねてさらに共通理解し、再び合意形成を図ることを積み重ねた。 
○ 取り組みに対しては、ねらいや達成基準・方法を明確にし、学校が一丸となって実践できるしくみをつくった。 

検証にあたり、効率的 PDCA サイクルを可能とする振返りと改善の場を、人員や時期を考慮し設定した。 
○ 進捗状況や現状を加味した柔軟なマネジメントと OJT を可能とする適切な人事配置を行った。 

１ 学校経営方針の周知と理解 👈👈 合意形成（共通実践のための共通理解）―【図１・２】 

２ 効率的に PDCA サイクルを実現するしくみー【図３・４】 

 

３ 効果につながる研修実現を目指した管理職のマネジメントー【図５・６】 

４ 取り組みの成果―職員の意識変化【グラフ１】 
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